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令和５年３月１４日 

  農林水産政策課・監理課 

 

災害復旧事業の進捗状況等について 
 
１ 令和２年７月豪雨等災害復旧事業の進捗状況             

 
≪参考≫市町村の進捗状況 

全体事業費４９５億円のうち、令和５年２月末の契約額は３９７億円で、 

８０％が契約済み 

報告事項１ 
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２ 県工事（農林水産部・土木部）の不調・不落の状況          

①  年度別（熊本地震後）の状況  

 
②  月別（令和４年度）の状況 

令和４年度の県工事の不調・不落率は、１７．２％となっている。 

月別では、年度当初から上昇傾向にあり、令和５年２月は２０．０％となっ

ている。 

地域別では、令和２年７月豪雨災害に係る災害関連工事が集中している球磨

地域において、特に不調・不落率が高くなっている。 
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③  発注機関別（令和４年度）の状況 
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３ 令和２年災害関連等工事に係る不調・不落対策について                

（１）復興ＪＶ制度（災害型総合評価落札方式）について  

①制度概要  

土木一式工事（設計金額７千万円以上のＡ１等級工事）に県内全域のＡ１・Ａ２等級企業 

による施工体制を確保するもの。 
○対象工事  災害関連等工事のうち、土木一式工事のＡ１等級工事 

○ＪＶの構成 Ａ１・Ａ２による２社又は３社の組合せ 

（Ａ２・Ａ２の組合せは、予定価格 1 億 7,000 万円未満） 

○総合評価項目 ・地域精通度、地域貢献度の評価項目を設定しない 

           ・復興ＪＶでの入札参加者に対する加点項目あり 

②県工事（農林水産部・土木部）の不調・不落の状況 

 

③災害関連事業の発注見込み等について（農林水産部・土木部）  

 

 

 

事業種別 事業費 Ｒ２～Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度以降 

災害復旧事業 ４９５ ４５４ ２３ １８ 

災害関連事業 ４３６ ２６５ ９１ ８０ 

合計 ９３１ ７１９ １１４ ９８ 

 うち県南３地域 ７２９ ５３８ ９５ ９６ 

【単位：億円】 

今年度末を期限として実施している「復興ＪＶ制度」と「Ｂ等級の
発注標準引上げ」について、不調・不落の状況や来年度の発注見込み
等を勘案し、県南３地域（八代・芦北・球磨）を対象に、令和５年度
末まで１年間延長する。 

○ 現在も不調・不落が発生している状況にあり、令和５年度も相当の事業量が見込まれて

いる。 

〇 また、県南３地域においては、復興ＪＶによる管外企業の参入が図られている。 

〇 これらの状況を踏まえ、現行の県内全域から県南３地域に縮小し、同制度を延長する。 

県南３地域 

県全体 
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④県南３地域への管外企業の参入状況（R3.11 月～R5.1 月）  

管 内 八代 芦北 球磨 

復興ＪＶ対象工事契約件数① ６ １８ ２５ 

 管外企業契約件数② １ １４ ７ 

管外企業受注率(②／①＊100) １６．７％ ７７．８％ ２８．０％ 

管外から参入した 

企業の地域別 

延べ企業数 

上益城 ２者 熊本 １１者 

菊池  ３者 

阿蘇  ２者 

上益城 ３者 

宇城  ２者 

天草  ２者 

熊本 ２者 

玉名 ２者 

菊池 ５者 

阿蘇 ２者 

（２）土木一式工事Ｂ等級の発注標準引き上げについて  

①制度概要 

復興ＪＶとしてＡ２等級企業によるＡ１等級工事への積極的な参入を促すため、Ａ２等級工

事の小規模なものについて、Ｂ等級企業に発注するもの。 

   ○対象工事 災害関連等工事の土木一式工事 

         Ｂ等級の請負対象金額 1,500 万円未満を 3,000 万円未満に引き上げ 

②対象工事の発注状況（令和５年２月末時点） 
   （災害関連等工事 1,500 万円以上 3,000 万円未満）     

管内 契約済 今後発注予定 各局計 

県南（八代） ４ １ ５ 

芦北 ７ ４ １１ 

球磨 １７ ２６ ４３ 

３局計 ２８ ３１ ５９ 

 

○ 対象工事について、今後の発注予定があり、令和４年度中の契約を目指すものの、 

入札不調となった場合、令和５年度の再入札も避けられない状況。 

〇 このため、県南３地域で実施している同制度を延長する。 

【単位：件】 
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令和 5年３月１４日 

都市計画課 
 

 益城町の復興まちづくりの進捗状況について 

 

１ 熊本高森線４車線化事業について 

  ＜現在の状況＞（令和 5年２月末時点） 

○用地について、約９５％（地権者数）が契約済 

○昨年１２月末に、木山交差点を暫定形での供用開始 

  ＜今後の予定＞ 

☆今月２８日に、起点側（熊本市側）から約８００ｍ区間を４車線での供用開始 

☆令和５年度末までに、惣領交差点までの約 1.6km区間の供用開始を目標 

 

 

 

 

 

 

 参考  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

変電所 広崎交差点

↓ 熊本市方面

↑ 益城方面
九州縦貫自動車道

小楠公園

↓ 熊本市方面

↑ 阿蘇方面

報告事項２ 

裏面へ 

写真① 写真② 

４
車
線
化
事
業

用
　
地

工
　
事

歩
道
部

車
道
部

全270人契約済 257人

95.1％

67.3％

合計 6,670m着手延長 4,491mうち供用開始2,725m

40.9％

46.1％

合計3,335m着手延長 1,536m

24.0％

うち供用開始予定約800m

木山交差点 

443

土地区画整理事業区間
L=約700ｍ

区画整理
A=28.3ha

全延長 L=約3.8㎞（街路事業 L=約3.1㎞、土地区画整理事業 L=約0.7kｍ）

益城復興事務所

取付区間 L=168ｍ

木山交差点

惣領交差点

R5年３月末
約0.8km

R5年度末
約0.8km

約1.6km

写真①
写真②
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２ 益城中央被災市街地復興土地区画整理事業について 

＜現在の状況＞（令和 5年２月末時点） 

○仮換地指定について、約８割（画地数）が指定済 

○宅地造成工事が完成した１３９画地の引渡しを完了 

＜今後の予定＞ 

☆令和５年度末までに、最も被害が大きかった宮園地区について、概ねの宅地引渡

しを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（40戸）

（6戸）

（24戸）

※仮換地指定済箇所は、街区
全体で仮換地指定が完了した
箇所を着色しており、未着色の
箇所でも仮換地指定が完了し
た画地がある。

災害公営住宅（70戸）

仮換地指定済箇所

仮設店舗（5戸）

土
地
区
画
整
理
事
業

仮
換
地

工
　
事

79.0％

全467画地指定済 369画地

51.0％

全467画地着手 238画地
うち引渡し済

139画地

29.8％

写真① 

写真② 

写真① 

写真② 



 

 
 

令和５年３月１４日  
都市計画課  

 

人吉市青井地区の土地区画整理事業の進捗状況について 

 

１ 青井被災市街地復興土地区画整理事業について 

＜現在の状況＞（令和 5 年２月末時点） 

○令和５年２月 ７日：国土交通省からの事業認可 

○令和５年２月２１日：事業計画決定の公告（事業着手） 

○令和５年２月２２日：事業認可後の説明会を開催 

   ＜今後の予定＞ 

☆審議会の設置や換地設計等を進め、一日も早い仮換地指定を目指す 

 

２ 今後の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画平面図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項３ 

都
市
計
画
決
定

事
業
計
画
案

説
明
会

事
業
認
可
（国
）

Ｒ４年

11月18日

Ｒ5年

2月７日

Ｒ5年

2月21日
Ｒ４年

3月25日

事
業
決
定
の
公
告(

事
業
着
手)

審
議
会
設
置
・
換
地
設
計
等

仮

換

地

指

定

工

事

の

実

施

宅

地

の

引

渡

し

住

い

の

再

建

造

成
・
補

償

協

議

令和４年度 令和５年度～

※条件が整った街区から順次実施

青井阿蘇神社

国道４４５号改築事業（約９００ｍ）

青井地区土地区画整理事業（約５．２ｈａ）

至人吉駅

上青井交差点

宝来町交差点

下青井交差点

蓮池も含め、神社と一体的な
賑わい空間・広場等を創出

至人吉IC

被災市街地復興推進地域

区画道路

凡 例

宅地造成

公 園

賑わい拠点(市整備)

国道４４５号

至 人吉駅 



緑の流域治水の推進と五木村・相良村の振興について

１ 【裏面あり】

②「流水型ダムの事業の方向性・進捗を確認する仕組み(以下「仕組み」)」

・新たな流水型ダムが、安全・安心を最大化するものであるとともに、球磨川・川辺川
の環境に極限まで配慮し、清流を守るものとして整備が進められているのか、事業の
方向性や進捗を確認する「仕組み」の第１回会議を、昨年１２月２５日に開催。

・会議では、流水型ダムの構造や環境影響評価について、現在の検討及び進捗状況等を
確認。今後、流水型ダムに関する情報の県民への周知を図っていく。

構成員：熊本県（副知事（座長））、国土交通省九州地方整備局、流域市町村
流域住民、有識者（河川工学・環境）

構成員からの主な御意見
・下部の放流口について、魚が遡上できるよう、よく検討して欲しい
・山の土砂の流入対策も、ダムの建設、設計に考慮して欲しい
・流水型ダム事業に当たっては水質の保全をお願いする
・五木村、相良村の思いをしっかり受け止めて欲しい
・「緑の流域治水」として、堆積土砂の撤去や山の対策なども進めて欲しい

・国において、昨年１１月１４日に「環境影響評価方法レポート」が公表され、昨年
１２月２８日まで、一般からの意見聴取が実施。

・一般からの意見に加え、１月１６日に開催された「流水型ダムに係る環境影響評価
審査会」や流域市町村長の意見等を踏まえ、今後、知事意見を提出予定。

１．緑の流域治水の主な取組状況

（１）流水型ダムについて

①環境アセスメントの進捗状況

・宅地かさ上げ等の対象となる各地区で説明会や現地
見学会などを開催し、整備方針が決定した地区から
順次、設計・用地測量等に着手。

・先月１９日には、球磨村神瀬地区において、豪雨
災害後初となる宅地かさ上げ事業の着工式を開催。

（２）宅地かさ上げ・輪中堤の進捗状況について

（３）県管理支川の整備の推進について

・先月２２日に、球磨川水系河川整備計画［県管理区間］
に基づき、田頭川（あさぎり町）の河道整備に関する
地元説明会を開催。

・令和５年度下半期の工事着手に向け、現在、用地
測量等を実施中。

宅地かさ上げ事業（神瀬地区）着工式

田頭川（あさぎり町）の地元説明会

令和5年3月14日
球磨川流域復興局付・河川課

報告事項４



２

（４）水防災意識の醸成について

・１月２１日に、ＮＰＯ法人と国・県・八代市とが連携し、
防災に関するパネル展示や、浸水想定区域図などの災害
リスク情報の入手方法を周知するなど水防災意識の醸成
を図る取組みを推進。

災害リスク情報の入手方法などの周知状況
２．五木村・相良村の振興について

・昨年１０月に相良村から提案のあった村の振興策について、田嶋副知事をトップと
する相良村振興推進会議のもと、全庁挙げて県の支援策を検討中。

・今月中に第２回相良村振興推進会議を開催し、県としての支援策を取りまとめたうえ
で、村に提示を予定。

相良村

・これまで、新たな振興計画の策定に向け、五木村及び村議会と意見交換を重ねてきた。

・１月２１日には、知事が五木村を訪問し、村及び村議会と意見交換を実施。その中で、
新たな振興計画の実効性と継続性を担保するため、概ね２０年間の中長期的な財政支援
を行うことを伝えた。

・具体的には、計画に基づく村の事業に活用する分と、国のダム関連事業への県の直轄
事業負担金分（※）を合わせて、総額１００億円規模の財政支援の枠組みを示した。

・このうち、村の事業に活用する分の５０億円は、県から村に段階的に交付。来年度は、
そのうち１０億円を一括して村に交付する予定。

・今月中には、国・県・村で、今後の五木村の振興を協議する場を設け、新たな振興
計画を策定する予定。

＋

（参考）五木村への財政支援の枠組み

五木村

村実施事業（ハード・ソフト）

流水型ダム転換への対応分 総額５０億円

国のダム関連事業
への県負担分

総額５０億円程度

総額１００億円規模熊本県

熊本県五木村振興基金に
積み立て後、村へ交付

県から国に支払い

村が創設する基金に積み立て
村が主体的に活用

五木村

（※）中止するダム関連事業がある場合は、その負担金相当分を活用して、国・県・村で協議の上、村に必要な事業を実施

＋

中止するダム関連事業がある
場合は、その負担金相当分を
活用して村事業を実施


